





















































































































































































































































































③不吃糖［あめを食べない］” と “ 糖不吃了［あ
めはもう食べない］” について、動作者と受動
者の関係における対立はないが、“ 不吃鸡［に
わとりを食べない］” と “ 鸡不吃了［にわとり
はもう食べない］” の場合、後者は多義的であり、




























































































































































































役のマーカー “让 ” を使用した使役文である。（ⅱ－５）
が “ 把 ” を使った処置文になっていることについては、
今は次の説明10）を引用するにとどめる。




に対し、“ 把 ” 構文の「ある力」というのは「内
的力」ということになります。
“ 把 ” 構文
小王把衣服洗干净了。
（王君がその服をきれいに洗った。）
“ 被 ” 構文
衣服被小王洗干净了。
（服は王君によってきれいに洗われた。）
上の例では、同じく “ 干净了 ” という変化ですが、
“ 把 ” 構文での変化は “ 小王 ” から生じた力によ
って起こされたものであるのに対して、“ 被 ” 構
文のその変化は主体である “衣服 ” からすれば “小
王 ” は「外的力」ということになります。つまり、
もし “ 把 ” と “ 被 ” 構文が表す重点が動作後の変
化にあるとするなら、“ 把 ” 構文中のこのような
変化が形成された原動力は主体にあるのに対し、





























１．“ 被 ” を用いない受身文。
例えば、“ 问题解决了。”
（問題は解決された）。
２．“ 被 ” を用いる受身文。
例えば、“ 自行车被偷了。”
（自転車が盗まれた）。
中国語の受身文は “ 被 ” を使うということで、学
生は受身文のすべてについ “ 被 ” を使ってしまう
ようです。（中略）
注意してほしいのですが、中国語は受身文にすべ










もう一つ、動詞が自動詞の場合も “ 被 ” を使う
受身文は使えない。
（下線筆者）
ⅰ ⅱ ⅲ ⅳ ⅴ
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ １ ２
日本語
直接受身 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △
間接受身
持ち主の受身 ○ ○ ○ ○ ○
動作 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
迷惑 △ ○ △ ○ ○ ○ △ ○
中国語











動作主が特定の個人でない／行われる事柄が問題 ○ ○ ○ ○ ○ ○
迷惑 ○ ○
みんなの日本語
（ⅰ）名詞１　は　名詞２　に　受身動詞 ○ ？ ○ ○ ○ ○
（ⅱ）名詞１　は　名詞２　に　名詞３　を　受身動詞 ○
（ⅲ）物／事　が／は　受身動詞 ○







ー “ 被 ” を使うが、それ以外は能動文とすること、ま







ではない。では受身のマーカー “被 ” を使った（ⅰ－１）
は被害だろうか。これについて郭春貴は、欧米の言語
の影響で、最近は被害でなくても受身のマーカー “ 被 ”
を使う傾向が現れている、と言う。だが、中国語の語
感を持たない我々日本語母語話者は、とりあえず原則





























晴彦15）はこの文型を “ 被 ” の省略形であると説明して
いる。それによれば、“ 被 ” の機能の一つに「主語と
述語の間が『受け手－動作』という意味関係であるこ
とを明確にする働きがある」ため、「“ 被 ” を省略した
時、もし主語と述語の間に『動作主－動作』という関
係が無く、単に『受け手－動作』という関係しかなか
ったら “ 被 ” は省略可能」であり、「“ 被 ” を省略した時、
主語と述語の間に『動作主－動作』という関係がある















ように見える。ただ問題は、“ 被 ” は省略されている
だけで、意味上の受け身文を “ 被 ” を使って言い換え
ても文は成立するのか、あるいは受身マーカー “ 被 ”


































（ⅴ－１）ビールは麦から造られます。　　　            
啤酒是用麦酿造的。　





“ 由 ” は受身のマーカーではなく、また（ⅳ）（ⅴ）は
すべて動詞 “ 是 ” を用いた判断文である。従って、日
本語から見た（ⅳ）［ 名詞１　は　名詞２（人）　に
よって　受身動詞 ］、（ⅴ）［ 名詞　から／ 名詞　で
　つくります］は動詞 “ 是 ” を用いた判断文にすれば






























































と言う指摘は “ 被 ” を使った受け身文に対してなされ
たものであるが、これとも通じる事のように思われる。
また、「外的力」、「内的力」と区別はされるが17）、“ 被 ”


































































（４）日本語の以下の文型は、“ 是 ” を使用した判
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